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は切り離された団体として注目されるのが 1947 年に結成され 12 月に第一回展を開いた新写実派で
ある。キム・ファンギ（金煥基 1913～1974）、ユ・ヨングク（劉永国 1916～2002）イ・ギュサン（李
揆祥 1918～1967）が主たる設立者であり、彼らの作品及び活動が韓国における抽象表現の始まりと
して位置づけられる。これは朝鮮戦争が終わって以後の 1957年、すなわち日本からの影響を脱して
独自の動きを開始したといわれる従来の説を 10年さかのぼるだけでなく、韓国抽象美術の成立に関
する新たな解釈や位置づけを与える重要な論考として注目される。 
主題としている抽象美術とは単なる美術の一ジャンルというだけでなく、韓国における「現代美
術」の起点でもある。それが現在の国のかたちが確立した朝鮮戦争後ではなく、まだ日本文化の影
響が色濃く残る 1947年から始まると主張することは、韓国現代美術の形成に日本の影響を大きく見
るということにつながる。韓国の近代史は、政治的な立場と切り離せない状況にあり、こうした研
究は本国では難しいと言われる中、金氏は当時の文献を丹念に収集し、日本語に訳されたことのな
い多くの基礎的文献資料を駆使しながら、誠実かつ着実に論を進めている。 
日韓両国の広範にわたる豊富な文献資料の渉猟・収集、および精緻な検証作業によって構成され
肉付けされた本論文は、これまでの作成経過においては、記述内容がともすれば引用される文献資
料に頼りすぎるきらいがあり、記述がそれらにもたれかかっているような印象があった。ただし今
回最終的に纏められた内容では、煩雑な引用箇所がある程度論点整理されて示されており、論考全
体を通して著者の主張・見解がより明確に提示されている点は評価される。 
ただし論文中、「韓国性」「韓国的」「韓国的美」なる表現が散見されるのであるが、実体としてそ
うしたものがあることをあらかじめ前提にして論が進められている部分や、「自然」に対する論調な
どはもう少し慎重に検討する必要があり、こうしたいわばフィクショナル（イデオロギー）なもの
とナショナルなものとが融合し合っている部分については、更なる検証作業が必要かと思われる。
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また、作品図版も不足しており、新写実派以外の比較対象となる図版があればよりわかりやすくな
ったことが惜しまれる。 
しかしながら、日本による統治、朝鮮戦争という大きな社会的事件を背景にして、韓国の美術界
がときに翻弄され、ときに力強く抵抗する有様を、当時の豊富な証言を引用することでリアルに再
構成する本論文の試みは有意義で独創的なものであり、博士論文として十分な成果を挙げているも
のと評価でき、審査員全員一致で合格と判定する。 
 
 
